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ながはま赤橋夏まつり

八
月
二
日
、
沖
浦
で
「
海
水
浴
場
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
御
輿
海

上
渡
御
に
引
き
続
き
、
餅
撒
き
、
宝
撒

き
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
海
水
浴
客
な
ど

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
は
、
町
民
の
広
場
を
中
心

に
「
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
、
各
種
団
体
に
よ
る
出
庖
や
ベ
ッ

ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
会
場
に
設

け
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
嵐
太
鼓
演

奏
や
歌
謡
シ
ョ

l
、
津
軽
三
味
線
公
演

な
ど
も
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の

観
覧
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

途
中
か
ら
降
り
出
し
た
雨
に
も
か
か

わ
ら
ず
ス
テ
ー
ジ
を
見
守
る
人
た
ち
の

熱
意
に
お
さ
れ
て
か
、
花
火
打
ち
上
げ

の
頃
に
は
雨
足
も
弱
ま
り
、
来
場
者
の

視
線
は
、
そ
の
大
輪
の
花
火
に
釘
付
け

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
夏
ま
つ
り

あ
な
た
の
思
い
出
は

ネ
ー
ミ
ン
グ
も
新
た
に
開
催
さ
れ
た

「
夏
ま
つ
り
」
。
今
年
は
、
あ
な
た
の
中

に
ど
ん
な
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
か
。

今
回
行
わ
れ
た
各
催
し
物
の
入
賞
者

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

見事なばち捌きの津軽三日未線

一
特
賞
(
大
鯛
)
]
中
野
祐
二
(
大
洲

市
)
田
中
宏
幸
(
白
滝
)

一
一
等
賞
(
中
鯛
)
}
二
宮
ひ
か
る
、

矢
野
由
希
子
、
矢
野
敬
幸
(
以
上
長
浜
)
、

山
田
美
佐
子
(
沖
浦
)
、
笹
田
圭
佑

(
大
洲
市
)

{
二
等
賞
(
は
ま
ち
)
}
清
水
達
哉
、

二
宮
仁
美
、
成
津
淳
(
以
上
長
浜
)
、

岡
田
文
宏
(
黒
田
)
、
坂
田
満
喜
(
松

山
市
)
、
二
宮
悠
輔
(
八
幡
浜
市
)
、
客

野
瑞
穂
(
大
阪
府
)

宝撒き特等入賞者

一
一
位
一
中
川
裕
司
(
長
浜

-m-m

m) 
{
二
位
}
西
村
達
行
(
長
浜
・
開
・

4

m) 
一
一
二
位
}
矢
野
上
誠
(
黒
田
・
印
・
閃

m) 第
&
赤

な
が
は
ま

一
嘉
一
ま
つ
り

俳
句
大
会

な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
た
こ
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
を
会
場
に

「
第
一
一
回
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
俳

句
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

俳
句
愛
好
者
ら
約
九
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。大
会
で
は
、
当
季
雑
詠
を
一
人
が
三

句
投
句
。
選
旬
、
披
講
、
講
評
に
続
き
、

次
の
と
お
り
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し

た。

てz;>;:

な
お
、
各
賞
の
俳
句
は
、
各
投
句
者

の
俳
句
(
三
点
)
の
内
、
点
数
の
高
い

俳
句
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
愛

媛
新
聞
社
賞
は
、
最
高
点
数
の
俳
句
で

す。一
長
浜
町
長
賞
}

鮫
の
棲
む
海
を
被
ひ
て
海
聞
く

八

幡

浜

市

武

田

成

幸

一
長
浜
町
議
会
議
長
賞
}

一
山
の
蝉
を
そ
ぴ
ら
に
海
の
駅

宇

和

町

乾

燕

子

一
長
浜
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
一

若
鮎
の
光
と
成
り
て
釣
ら
れ
け
り

五

十

崎

町

平

野

岩

雄

一
長
浜
町
中
央
公
民
館
長
賞
}

七
夕
の
紙
を
は
み
出
す
子
の
願
ひ

豊

茂

小

西

イ

セ

子

一
長
浜
町
文
化
協
会
長
賞
}

泊
船
の
女
雑
魚
干
す
雲
の
峰

白

滝

森

悦

子

{
長
浜
町
観
光
協
会
長
賞
}

爪
先
で
歩
く
灼
け
砂
海
聞
き

八

幡

浜

市

木

下

律

雄

{
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会
長
賞
}

少
年
の
立
つ
脱
藩
の
夏
の
浜

今

坊

久

保

茂

子

{
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
俳
句
大
会

実
行
委
員
会
賞
}

橋
守
り
の
語
る
今
品
目
涼
み
舟

ロケット制作に励む参加者

豊

茂

宇

都

宮

恵

美

子

赤
橋
の
大
き
く
跳
ね
て
朝
涼
し

今

坊

津

田

操

鼻
っ
柱
よ
り
皮
剥
け
て
日
焼
け
の
子

松

山

市

宮

中

敏

子

引
き
上
げ
て
水
の
重
さ
の
鰻
筒

八

幡

浜

市

武

内

美

津

子

鬼
灯
や
恋
知
り
そ
め
し
子
の
素
振
り

吉

田

町

稲

瀬

奈

加

枝

背
に
柴
を
の
せ
ゆ
さ
ゆ
さ
と
田
草
と
り

五

十

崎

町

宍

田

柳

子

叱
ら
れ
て
日
焼
け
の
膝
の
揃
ひ
た
る

内

子

町

高

藤

士

干

子

真
紅
な
る
夕
日
呑
み
こ
む
夏
の
海

長

浜

高

左

公

子

水
番
の
街
え
煙
草
や
タ
茜

柴

柴

中

年

栄

赤
橋
の
剥
ね
曳
き
上
げ
る
晩
夏
光

吉

田

町

浜

本

和

美

海
け
っ
て
上
が
る
跳
ね
橋
朱
夏
の
空

吉

田

町

加

賀

城

燕

雀

{
愛
媛
新
聞
社
賞
}

鮫
の
棲
む
海
を
較
ひ
て
海
開
く

八

幡

浜

市

武

田

成

幸
選句を行う参加者
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山
{
山
~
浜
町
で
、
一
般
廃
棄
物
処
理
の
た

主
主
め
に
必
要
な
経
費
は
、
一
年
間
で

い
く
ら
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
平
成

八
年
度
の
清
掃
費
予
算
額
は
、
約
一
億

五
千
万
円
で
し
た
。
こ
の
う
ち
、
ご
み

処
理
の
予
算
額
は
約
一
億
一
千
万
円
で
、

大
洲
市
・
長
浜
町
環
境
セ
ン
タ
ー
の
運

営
管
理
費
負
担
金
、
ご
み
収
集
に
要
す

る
費
用
、
不
燃
物
処
理
場
及
び
最
終
処

分
場
の
運
営
管
理
費
用
が
主
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
し
尿

処
理
に
要
す
る
費
用
と
し
て
、
清
流
園

運
営
管
理
費
負
担
金
約
三
千
七
百
万
円

が
あ
り
、
併
せ
て
清
掃
費
と
い
う
予
算

科
目
で
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中

に
は
、
施
設
の
維
持
管
理
や
施
設
建
設

シリーズ「ごみ問題」⑥

山積みになっている廃家電製品等の粗大ごみ(須沢最終処分場跡)

費
の
償
還
金
な
ど
の
よ
、
つ
に
ど
う
し
て

も
必
要
な
も
の
と
、
ご
み
の
収
集
、
分

別
、
焼
却
な
ど
の
よ
う
に
、
量
に
応
じ

て
変
わ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
全
体

と
し
て
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
盟
刈
成
七
年
度
の
ご
み
処
理
状
況
を
み

、
、
る
と
、
収
集
し
た
ご
み
量
は
=
一
、

一
七
七
ト
ン
で
、
可
燃
ご
み
が
二
、
一

八
九
ト
ン
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
、

直
接
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ま
れ
た

ご
み
一
一
一
一
一
ト
ン
の
合
計
二
、
三
二
一

ト
ン
を
焼
却
処
理
し
、
不
燃
ご
み
、
粗

大
ご
み
の
内
、
資
源
化
で
き
な
か
っ
た

も
の
を
破
砕
し
、
合
わ
せ
て
五

O
一

ト
ン
が
最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
処
理

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
要
し
た
経
費
は
、

約
一
億
八
百
万
円
で
、
町
民
一
人
当
た

り
の
ご
み
処
理
費
は
一

O
、
一
五
二
円
、

世
帯
当
た
り
に
す
る
と
二
九
、

O
七一

円
で
す
。
人
件
費
等
を
含
め
、
ご
み
一

ト
ン
処
理
す
る
の
に
、
三
四
、
一
二
三

円
の
経
費
が
か
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
ト
ン
当
た
り
の
ご
み
処
理
費
を
、

環
境
セ
ン
タ
ー
の
使
用
を
開
始
し
た
平

成
三
年
度
と
比
較
す
る
と
、
=
一
五
%
以

上
の
上
昇
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

り
の
ご
み
処
理
経
費
が

増
加
し
た
原
因
は
、
い
ろ
い
ろ
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
主
な
要
因
は
、
焼
却

炉
の
保
証
期
間
二
年
が
過
ぎ
た
こ
と
に

よ
り
、
補
修
経
費
が
必
要
に
な
っ
た
た

め
と
、
物
価
の
上
昇
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
今
後
と
も
、
施
設
が
老
朽

化
す
る
の
に
伴
っ
て
、
維
持
管
理
・
補

修
に
要
す
る
経
費
は
増
加
す
る
と
予
測

さ
れ
、
加
え
て
、
分
別
収
集
計
画
に
基

づ
く
中
間
処
理
施
設
の
整
備
や
、
最
終

処
分
場
確
保
の
た
め
に
相
当
な
経
費
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

ご
み
処
理
を
安
全
、
確
実
に
行
、
つ
た

め
に
は
、
施
設
の
維
持
管
理
や
補
修
に

か
か
る
経
費
を
、
削
減
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
削
減
で
き
る
も
の
は
ご
み

の
排
出
量
だ
け
な
の
で
す
が
、
こ
れ
も

日
常
生
活
か
ら
出
る
ご
み
量
を
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

一JW
I

は
、
ご
み
処
理
費
用
を
削
減
す
る

三
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
維
持
管
理
面
か
ら
は
、

人
間
し
か
で
き
な
い
こ
と
と
機
械
で
も

で
き
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
区
別
し
て
、

ご
み
処
理
の
自
動
化
を
進
め
る
こ
と
。

他
市
町
と
の
広
域
連
携
に
よ
る
施
設
運

用
の
効
率
化
。
徹
底
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

に
よ
る
焼
却
ご
み
量
の
減
少
。
な
ど
が

考
え
ら
れ
、
排
出
す
る
側
か
ら
は
、
日

常
生
活
の
見
直
し
に
よ
る
ご
み
減
量
や
、

適
切
な
分
別
、
異
物
の
除
去
を
行
っ
て

リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
ご
み
を
出
す
こ

と
、
な
ど
が
重
要
で
す
。
経
費
削
減
に

な
る
こ
と
は
な
い
か
考
え
て
み
ま
し
ょ

、っ。
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龍馬クルージング in瀬戸内一一一一=

八
月
五
日
、
長
浜
j
三
田
尻
(
山
口
県
)
聞
の
航
路
を
往
復
す
る
船
上

を
会
場
に
、
「
龍
馬
ク
ル

l
ジ
ン
グ
川
瀬
戸
内
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外

か
ら
龍
馬
フ
ァ
ン
や
親
子
連
れ
な
ど
二
百
八
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
土
佐
の
郷
士
坂
本
龍
馬
が
新
し
い
日
本
の
夜
明
け

を
夢
見
て
土
佐
を
脱
藩
し
、
肱
川
を
下
り
、
長
浜
j
長
州
(
山
口
県
)
へ

向
か
っ
た
と
い
う
史
実
を
も
と
に
し
、
海
上
ル

l
ト
の
足
跡
を
た
ど
る
こ

と
に
よ
り
当
町
と
の
関
わ
り
合
い
を
再
認
識
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、
あ
い
に
く
雨
、
風
と
も
に

強
く
、
船
酔
い
に
悩
む
方
も
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
村
上
恒
夫
先
生
に
よ
る

「
龍
馬
に
な
れ
!
」
と
題
し
た
船
上
講
演
や
防
府
天
満
宮
参
拝
、
特
産
品

が
当
た
る
龍
馬
ク
イ
ズ
な
ど
は
予
定
通
り
実
施
さ
れ
、
参
加
者
は
、
そ
の

昔
旅
立
っ
た
龍
馬
の
胸
の
内
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
一
日
を
過
ご
し
、
夏

の
日
の
楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

出
発
式
で
、
上
田
町
長

か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
、
今
日
一
日
へ
の

期
待
で
胸
が
膨
ら
み
ま
す
。

い
よ
い
よ
、
山
口
県
は
三

田
尻
港
へ
向
け
て
出
航
。
子

ど
も
た
ち
は
ワ
ク
ワ
ク
気
八
刀
!

岸
壁
に
は
、
船
旅
特
有
の
感

慨
深
い
も
の
が
何
と
な
く
漂
っ

て
い
ま
し
た
:
。

出発式に臨む参加者

出時充する 3かめりあ

村
上
恒
夫
先
生
に
よ
り

「
龍
馬
に
な
れ
!
」
と
題
し

た
船
上
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た。
上
陸
後
、
防
府
天
満
宮
を

参
拝
し
ま
し
た
。
途
中
降
り

出
し
た
雨
は
な
か
な
か
あ
が
っ

て
く
れ
ま
せ
ん
。

講演をされる村上先生

楽しく行われた龍馬クイズ 防府天満宮を参拝する参加者

坂
本
龍
馬
に
関
す
る
龍
馬

ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
人
の
龍
馬
さ
ん
、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ちょっと船酔いで…

船
の
乗
り
心
地
は
今
ひ
と

つ
で
し
た
が
、
全
員
無
事
で

帰
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
・
・
・
。
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ギ
釦
守
官
官

/
ド
ラ
イ
バ
ー
の
責
任
で
す

皆
さ
ん
、
車
の
日
常
点
検
は
忘
れ
ず

に
行
っ
て
い
ま
す
か
。
定
期
的
な
点
検

整
備
も
き
ち
ん
と
実
施
し
て
い
ま
す
か
。

車
の
検
査
は
、
回
が
定
め
る
基
準
に

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
一
定
期
間
ご

と
に
確
認
す
る
も
の
で
、
次
期
検
査
ま

で
の
安
全
性
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
日
常
点

検
や
定
期
点
検
整
備
を
博
士
大
に
実
施
し
、

適
切
に
保
守
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す。
「
自
分
の
車
は
自
分
で
守
る
」
そ
ん

な
心
構
え
が
必
要
な
時
代
で
す
。
安
心

し
て
車
を
使
用
す
る
た
め
に
、
「
日
常

点
検
」
「
定
期
点
検
整
備
」
を
必
ず
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

一一一人権作文ほか

ブレーキの踏みしろは適当ですか

に「まそか学「いえんくみは れープのえいしい言こ E 

帰だしれら投入つなでれてず年ま人にとずつまわ葉と私 ljた ι て れせなだれづ
. 。聞 は くっ。し他に、んすり、んらたたかわ
くこ い みじれた A たのさ学。。、相かす。ーぃ V
れの た んめたこち。友れ校 だ私手になそ言で主校 l
んへ B なたのとや名達まで れのはなおのですてで a

さ がらでをん前がし三 もほ三りにこい 0 ぃ;
よ私 ん 友い寸;三はは助た人 だう人ま聞とや六
」い が 達け 人、、け。か すはのしいをなに空め i
:っ 、 なん の私 A にそら けたグたて相思げペノら日

けー
し い んろ 人がちきれイ中 てつル。も手いなはれ;
よ い だ 1 にいやてを聞 くた l そらにをく、た

iんし「向いとい「私んとまいんこ「んしとよよん-----， A とじむて「んそ
な、もかま言い A ははこっんにれうはたい」ご。なもらいやしい B にれ
:仲いうっすい。ちきとわとやははる、。つ いにうやつなしっさ を
!ょややて o ;tもやちろいいき、、き でで や言ゃんていてたん 開
:くやめいそしうんんさ頭 τん関八い もく ドいめがしの、でも
し。よいれだけがとつに」、 }ムよ、ま ιcし
lよこうまで 0 ん、 泣言 係ち t B れ なつう い さよ私
iうな。しも B かさ いい だなや〕 さま ゐてよ ま ん。と 豆、!
! L二いこたくさはってま も。しと号リ需わ 1
; だん。りんやき しし闘鰯麟掴曹団圃.，._噛崎国何二 た 帰元、り ず;
みな 返はめい また盤彊盛観点鶴喜!~司.~罫醸蕗~~欝掴圃に人 。 っさた
たの しむよっ い oI麗輯鵠議務担且孟圃且且瞳灘轟錘謹司圃もと そ てそく 私:
いつ 四しうた 手Ar一一ーし 一一一宮一一「なも の し三な は;
にら 人 L~ の しち! ー ら、 と ま Jヶい

E みい にで が セゃ|「けんかしてJ んそ き 与えっ さ j

E にけ な思向い Aと仲いと「れそ i 

ii三左足五詰?と?主三| 小学4年生 l ~雪て与
.てでにいす考れんうりい l 、|ゃね る
、す 、で。えたはとで日 I ( 8年度人権作文集より) Iん 、 と

E 相。言す私をか強しきが 一一ーが仲
i手一葉。もいらいでた続私た仲てでも でみぞいよ だ
;もつづ A う、でくのきにり問、、ょこきんしつく ん
E 自のか ちこ私すれはまとしはむ 11 つのたなててし だ

も裏ロ 二与主ぷ主ギトったずしげとけの、さ 44 主
ょのも ので人ちらちちてのれさんしんで仲つま己
い言気 よきのやでやそかで γ オしかたかす;なさし
きいを うた人んすんれなす五官をこは おスた て

ち
で
い
ら
れ
た
り
、
相
手
も
自
分
…

も
き
ず
っ
け
、
い
や
な
恩
い
を
し
一

た
り
し
ま
す
。
学
校
で
も
先
生
が
一

た
か
ら
「
よ
い
言
葉
づ
か
い
を
し
ま
し
ょ
一

、
っ
。
相
手
の
き
も
ち
を
考
え
て
い
一

お

う

ね

。

」

一

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
で
も
、

お
母
さ
ん
に
き
つ
い
い
い
方
を
し
一

た
り
す
る
と
し
か
ら
れ
ま
す
。
白
一

分
で
気
を
つ
け
て
な
お
さ
な
く
て
一

は

い

巾

な

い

と

思

い

ま

す

。

一

む
し
し
合
う
こ
と
や
、
仲
間
は
一

ず
れ
で
、
い
や
な
思
い
は
も
う
し
一

た
く
あ
り
ま
せ
ん
G

相
手
の
こ
と
一

を
考
え
て
あ
げ
ら
れ
る
々
さ
し
い
一

心
と
、
一
言
、
つ
こ
と
は
き
ち
ん
と
い
一

え
る
心
を
も
っ
て
行
動
し
た
い
で
一

す
。
そ
し
て
、
み
ん
な
が
仲
よ
く
一

気
も
ち
よ
く
い
ら
れ
た
ら
い
い
な
一

あ

と

思

い

ま

す

。

一
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ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
次
の
日
程
で

「
町
内
小
中
学
校
生
徒
夏
休
み
作
品
展
」

と
「
交
通
事
故
写
真
展
」
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ

ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

町
内
小
、
酔
一
学
校
生
徒

夏
休
み
作
品
展

町
内
各
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
皆

さ
ん
が
、
夏
休
み
中
に
描
い
た
絵
画
や

工
作
な
ど
、
約
二
百
点
を
展
示
し
ま
す
。

{
期
間
一
九
月
五
日
j
十
七
日
(
午
前

九
時
j
午
後
五
時
)
ま
で
。

交
通

衝
撃
の
交
通
事
故
現
場
等
の
写
真
約

三
十
五
点
が
展
示
さ
れ
る
他
、
時
速
五

キ
ロ
の
衝
撃
体
験
が
で
き
る
シ

l
ト
ベ

ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ
l
(
衝
突
衝
撃
体
験

車
)
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
す
。

一
期
間
一
九
月
二
十
三
日
(
午
後
一
時
)

j
三
十
日
(
午
前
九
時
j
午
後
五
時
)

ま
で
。
(
た
だ
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
コ

ン
ビ
ン
サ
1
コ
ー
ナ
ー
は
二
十
三
日
午

後
二
時
j
五
時
ま
で
の
み
)

就
業
構
造
基
本
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

総
務
庁
統
計
局
で
は
、
平
成
九
年
十

月
一
日
現
在
で
、
就
業
構
造
基
本
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
就
業
・
不

就
業
の
実
態
を
、
統
計
的
な
手
法
に
よ
っ

て
選
ば
れ
た
世
帯
の
方
に
ご
記
入
い
た

だ
い
た
調
査
票
を
集
計
し
て
、
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。
正
確
な
統
計
を
作

成
す
る
た
め
、
選
ば
れ
た
世
帯
の
十
五

歳
以
上
の
方
は
も
れ
な
く
調
査
票
に
ご

記
入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す。
品
齢
者
の
人
権
に
関
す
る

士
一
時
間
電
話
相
談

一
相
談
内
容
一
高
齢
者
の
扶
養
、
介
護
、

独
居
、
社
会
参
加
等
高
齢
者
の
人
権
問

題
に
関
す
る
相
談
(
無
料
・
秘
密
壁
(
寸
)

{
日
時
一
九
月
十
八
日
(
木
)
午
前
九

時
j
午
後
九
時

{
電
話
番
号
]
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

O
一

二
O

O
二
五
|
五
五

O

一
相
談
担
当
者
}
人
権
擁
護
委
員
、
弁

護
土
、
法
務
局
職
員

大
事
な
契
約
や
遺
言

な
ど
は
公
正
証
書
に

十
月
一
日
か
ら
七
日
は
「
公
証
週
間
」

で
す
。
こ
の
期
間
中
に
は
、
公
証
役
場

で
無
料
公
証
相
談
所
が
開
設
さ
れ
、
公

正
証
書
に
関
し
て
の
法
律
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
(
無
料
)

重
要
な
取
引
を
し
た
り
遺
言
を
残
し

次の1、2、3のうちまちがってい
るのはどれでしょう

た
り
す
る
と
き
は
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の

た
め
に
公
正
証
書
の
作
成
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

一
お
問
い
合
せ
}
八
幡
浜
公
証
役
場

(
宮

O
八
九
四
二
二

l
二
O
七
O
)

ま
で
。
ド
け
ま
す
よ

f

低
温
保
管

「
た
く
わ
』
え
く
ん
」

1
松
山
食
糧
事
務
所

1

皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
。
「
た
く
わ

え
く
ん
」
は
、
一
般
公
募
で
決
ま
っ
た

備
蓄
米
の
愛
称
で
す
。

平
成
五
年
の
時
の
よ
う
な
大
凶
作
に

も
、
私
た
ち
の
主
食
で
あ
る
お
米
を
混

乱
無
く
安
定
供
給
す
る
た
め
に
、
法
律

に
基
づ
く
備
蓄
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し

2 3 

た。
備
蓄
米
は
十
五
℃
以
下
の
低
温
倉
庫

で
湿
度
七

O
j
七
五
%
に
保
っ
て
大
切

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
低
温

保
管
に
よ
り
、

病
害
虫
の
薬
品
に
よ
る
爆
蒸
を
一
切
行

う
必
要
が
な
い
こ
と
(
安
全
)

お
米
が
一
種
の
冬
眠
状
態
と
な
り
、
品

質
劣
化
が
防
止
さ
れ
る
こ
と
(
新
鮮
)

等
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
保

管
を
行
っ
て
い
る
の
は
世
界
中
で
我
が

国
だ
け
で
あ
り
、
味
や
品
質
は
新
米
と

比
べ
て
も
遜
色
の
な
い
お
米
で
す
。

「
た
く
わ
え
く
ん
」
は
、
皆
様
の
お

近
く
の
「
た
く
わ
え
く
ん
」
の
「
の
ぼ

り
・
ポ
ス
タ
ー
(
女
子
柔
道
の
田
村
亮

子
・
・
ヤ
ワ
ラ
チ
ャ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
採
用
)
」
の
あ
る
お
庖
で

一一一一-EE--1ー糧ーい販
:二事お。売

~長浜町立図書館~:一務問 し
l)所いて
lま(合い
!で宮せ ま
ー。ーす
八農
九林是
l オt 非三
九産お
二省試
四松し
|山下
七食さ

』
町
な
↑
に
の
与
は

も
う
六
土
決
七
九
し

毛
三
与
金
苦
ら
い
た

く
マ
毛
バ
位
t
a山
加
入
山
崎

で
き
ま
せ
い
主

帆

-Z

量乙曇

です

書名 著者
。つれづれ髪 長峰しげのり
O生きてんの精いっぱい

篠原靖治
O別れの研究岩川 隆
O美しき信州佐々木信-
O霊感少女論近藤雅樹
O島の墓標 鬼内仙次
O哲学以外 木田 元
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お知らせ

ご
存
じ
で
す
か
?

検
察
審
査
会

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど
の
被

害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て

く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持

ち
の
方
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り

ま
す
。
相
談
や
申
し
立
て
に
つ
い
て
の

費
用
は
一
切
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。

{
お
問
い
合
せ
一
大
洲
市
大
洲
八
四
五
・

松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
部
内
大
洲
検

察
審
査
会
事
務
局
(
宮
二
四
!
二

O
三

八
)
ま
で
。

結
核
予
防
週
間

九
月
二
十
四
日

i
三
十
日

現
在
日
本
で
、

一
つ
の
病
気
の
た
め

9月20日~

私たちがベットにしている動物は様々

ですが、代表格は犬と猫ではないでしょ
うヵ、。

ところが最近、犬や猫の飼い方につ

いての苦情が多く寄せられています。

放し飼いにする、ところ構わず、餌を与

える、糞の後始末をしない・一。飼u、主
のこういう行動が、周りの人に迷惑を

かけることになります。動物愛護週間
を契機に、ベットの飼い方をもう一度

考えてみましょう。

動物愛護週間

に
定
め
ら
れ
て
い
る
法
律
は
、
結
核
予

防
法
の
み
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
結
核

が
今
な
お
、
国
民
病
と
し
て
放
置
で
き

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

ち
な
み
に
平
成
七
年
に
は
、
四
万
三
千

人
余
り
の
人
が
新
し
い
患
者
と
し
て
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
核
を
予
防
す
る
た
め
に
、
法

律
で
は
、
十
九
歳
以
上
の
国
民
す
べ
て

に
、
年
一
回
の
結
核
検
診
を
受
け
る
こ

と
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

当
町
で
は
、
約
三
割
の
人
し
か
検
診
を

受
け
て
い
な
い
の
が
実
状
で
す
。

子
ど
も
は
、
早
い
時
期
に
ツ
ベ
ル
ク

リ
ン
反
応
検
査
を
受
け
て
、
陰
性
で
あ

れ
ば

B
C
G接
種
を
し
、
十
九
歳
以
上

の
人
は
、
ぜ
ひ
年
一
回
の
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

関
行
政
書
士
試
験
を
欄

轍

行

い

ま

す

欄

麟

1
愛
媛
県

1
糊

一
試
験
日
時
一
平
成
九
年
十
月
二
十
六

日
(
日
)
午
後
一
時
j
午
後
四
時
四
十

五
分一
試
験
場
所
一
松
山
市
文
京
町
四
番
地

一
一
:
松
山
大
学

4晶 a勾歯a・・R瞳d恥晶d恥晶品晶蜘晶州i晶巾晶l姻晶巾晶州晶蜘晶山晶州晶訓晶州島晶品晶品晶d 晶州.."恥晶巾晶岬l畠蜘畠山"¥
誕建翌~自由えまテーマ a 自由な表現 1 
輪組IJIII'"'" ~ N H K青春メッセージ '98~ f 
j あなたの生き生きとしたメッセージを伝えて下さい。「青;
を春メッセージ」は、 NHKが毎年1月15日に開催するピッグ E

j212-2、五五ャEf?には海タ同イ峨行の特典もあります。 i
j [参加資格1昭和47年 1月16日から昭和57年 4月 1日までに E
i生まれた方で、性別・職業-学歴-国籍は問いませ，ん。 t
j [募集内容}テーマは自由。借り物ではない自分の考えをま i
-とめて下さい。
~ [応募方法]0メツセ一ジジ、を1，20∞O字程度にまとめるか、カ i
!打いツ川叶一トげFテ←一一町…一オ行か一一テ←一一→引フ列(4ト一~寸一5下さい。 O必ず発表題を付けて下三い00作品には、住所、 E守ぃ吾
氏名、生年月日、職業(学校名・ナギ・会社名)、電話番号 io て験
を書き添えて下さし'00ご応募いただいた原稿・テープは返 E 筆科
唱却しません。 0著作権は本人に帰属しますが、この事業の一! 記目
i環として行う放送、イベントについては、主催者が自由に使 E 試及
j用できるものとします。-------留の. t 験 35
j I締め切り1平成 9年 9月30日(当日消印有効) 作~ t の万
[応募制〒 150-01東京都渋谷区神南2'-'2~1": N H {(l'島晶 ; 互語

れ「青春メッセージ、」係(宮03-346山 11) ;iで 》輯 i 定次

一間「青春メツピジ」係(劃89-921事 j り科LIお問い合せ1応募選考等詳細については、 N ょの

1121) までお問い合せ下さい 即 行自
曹叩甲叩曹叩曹司川曹叩曹司W甲叩l甲叩岬叫It'"'IH~'''叩曹叩岬叩甲叩曹川II'.I!I'''~III甲叩曹"1111'甲咽咽'111 1'''''11111甲叩曹叩""III~... 噌曙叩曹叩甲 し、 Lこ

問題は飼い主のマナーです

O
行
政
書
士
の
業
務
に
必
要
な
法
令

。
一
般
教
養

O
論
述
(
八
百
字
以
内
)

{
受
験
願
書
提
出
期
間
一
平
成
九
年
九

月
一
日
か
ら
十
九
日
ま
で
の
執
務
時
間

中
(
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で
)

た
だ
し
、
郵
送
の
場
合
同
日
消
印
可
。

な
お
、
願
書
請
求
・
提
出
書
類
・
手

数
料
等
、
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、

八
幡
浜
地
方
局
総
務
調
整
課
(
宮

O
八

九
四
|
一
一
一
一
!
四
一
一
こ
ま
で
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

瞳扉盛姐1IlI"，flJlI宮訴審軍属輔E;/臨調fj['，J時也腿揖事亘霊童藍逼壇酪鐘塾車盟理iil陸軍軍亘書面量調

瞳方自満濃時間護軍謀議璽くじ
刊で酬酬i¥1i言説jむ窃母方員
醐 d 硲Z 明野50万悶x4，窃窃窃シート
摸持 ( 9月霊園(zf草月官官時)J 

空法施- qrmiE 早
期
言運

)

全
目
安

ω

ぽ

通

~

-
A
交
引

rJ
姐
月
の

(

秋



、医療保険制度@老人保健制度改正一一一一

験制 人保

盟6せ

1か月 1唱。20円

1日 71む円
老齢福祉年金受給者で住民税非
課税世帯の人は 1日300円
(2か月間の限度)です。

平成 9年 9月 1日から、病気やけがで

外来診疫を受け、薬剤を処方してもらう

とき、これまでの定率負初(若人保健は

定額負担)に加え、その口数や開類数Lこ

応じて、別途負担していただくことにな

りました。その負担額は次のとおりです。

から、老人保健でお

医者さんにかかると

きのー部負担金が、

次のように変更され

ます。

18 500円
同じ医癒機関において 1か月 4固
まで負担します(最高2，000円)。

1日 1.000円
ω 老齢福祉年金受給者で住民税非
:羽課税世帯の人は1日500円で
治州す。
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L
E
T
Sタ
棚
グ
キ
シ
グ
一
代
表
者
池
本
質
喜
子

一
台
五
一
一
一
l
O
一
二
七

活
改
善
一
は
ま
な
す
グ
ル
ー
プ

こ
ん
ぷ
一
フ
ッ
キ
ヨ

一一一紹介コーナー

一
材
料
一

つ
ラ
ソ
キ
ヨ

一
砂
糖

一

ふ

F

「

商
寸
唐
辛
子

※
一
こ
ん
ぶ

「
い
り
こ

一
作
り
方
}

①
ラ
ッ
キ
ヨ
と
塩
を
ま
ぶ
し
て
一
昼
枝

つ
け
る
。

②
小
し
一
を
沸
騰
し
た
お
湯
に
つ
け
て
か
き

此
ぜ
、
す
ぐ
打
ち
上
げ
る
。

④
砂
糖
と
酢
を
合
わ
せ
て
火
に
か
け
、

砂
槽
が
溶
け
た
ら
火
を
止
め
冷
ま
す
。

④
②
・
③
共
に
冷
め
て
か
ら
※
を
合
わ

せ
て
漬
け
込
む
。
二
ヶ
月
く
ら
い
漬
け 一

升

四
O
O
g
一
合

六
0
0
∞
二
個
適
量
適
量

込
む
と
お
い
し
く
な
る
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
:
②
で
お
湯
に
う
け

る
と
パ
リ
ァ
と
し
て
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
。ウッティ荒井

th坦h
，，， LJ I 

_/ leJ L..，. 

三ftT
Lh~己

主忌

丈ねな日

私
た
ち
は
、
温
か
い
人
柄
の
上
杉
潤

先
生
の
元
で
、
画
の
好
き
な
仲
間
が
集

ま
り
、
絵
を
措
く
と
い
ろ
と
て
も
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
花
の
題
材
で
描
く
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
上
達
す
れ
ば
風
景
に

も
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
ω

恐
い
も
の
知
ら
ず
と
い
い
ま
す
か
、
習

はまなすクループの皆さん

。てい審すf

(絵画)

畏農水彩画クラブ

い
始
め
て
一
年
も
た
た
な
い
の
に
、
こ

の
春
に
は
、
伊
予
銀
行
で
ロ
ピ

l
展
を

と
要
望
さ
れ
、
発
表
の
場
を
持
た
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
日
本
は
、
世
界
的
な
長
寿
国
と

な
り
ま
し
た
が
、
た
だ
漫
然
と
年
齢
を

重
ね
る
の
で
は
な
く
、
何
か
生
涯
を
通

し
て
続
け
ら
れ
る
趣
味
を
持
っ
て
有
意

義
で
楽
し
い
人
生
を
、
と
お
考
え
の
方

の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

七
十
歳
を
越
し
て
か
ら
水
彩
画
を
始

め
ら
れ
た
武
者
小
路
実
篤
先
生
、
け
し

て
年
齢
に
早
い
遅
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
代
表
者
・
連
絡
先
一
矢
野
元
智
子

(
宮
五
二
l
一
一
六
O
)

// I‘ 

.._ 0/〆
柚~ I ./ aノ
，レ
7七、二
フ、〆で
)、/

な1-
(..11:白、

ピι
乙

一
練
習
日
・
時
間
一
毎
月
第
一

水
曜
日
(
午
後
一
時
j
一一一時)

{
練
習
場
所
}
中
央
公
民
館
講
習
烹

一
会
員
}
岸
本
才
一
、
高
津
順
一
、
向

井
知
子
、
平
田
豊
子
、
清
水
フ
キ
子
、

矢
野
元
智
子
、
西
田
初
美
、
松
田
弟
子
、

西
田
貴
子
、
山
田
光
、
熊
野
芳
枚
、
小

川
澄
枝

-第一一一長浜水彩画クラブの皆さん
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ルポ・文芸一一一一

海
と
親
し
み
な
が
ら

1
青
少
年
夏
季
キ
ャ
ン
プ
ー

七
月
十
二
日
か
ら
十
二
日
の
ご
日
間
、

教
育
委
員
会
と
長
浜
の
子
ど
も
を
み
ん

な
で
育
て
る
会
の
共
催
に
よ
り
、
須
沢

地
区
で
青
少
年
夏
季
キ
ャ
ン
プ
が
実
施

さ
れ
、
町
内
の
小
学
四
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
の
一
二
十
五
人
が
参
加
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で
企
画
立

案
し
た
日
程
に
従
い
、
知
り
合
っ
た
仲

間
と
の
海
水
浴
や
ス
イ
カ
割
り
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
新
た
な
友
情
の
輪
を
広

げ
て
い
た
。

軽
快
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

ー
長
浜
町
卓
球
大
会
1

七
月
士
二
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
、
第
二
十
回
長
浜
町
卓
球
大
会
が
開華麗な技の応酬

催
さ
れ
、
町
内
外
の
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
二
百
七
十
一
人
が
参
加
し
た
。

な
お
、
町
内
出
場
者
の
主
な
桔
来
は

次

の

と

お

り

。

(

敬

称

略

)

{
小
学
生
シ
ン
グ
ル
ス
一
第
三
位
・
:
菊

地
千
恵
へ
且
一
匹
茂
小
)

一
男
子
ダ
ブ
ル
ス
一
準
優
勝
:
・
東
信
利
・

浦
田
憲
組
(
共
に
長
浜
体
協
)

一
女
子
ダ
ブ
ル
ス
一
準
優
勝
:
橋
本
美

喜
・
高
崎
幸
恵
組
(
共
に
長
浜
体
協
)

第
三
位
:
・
久
保
美
保
子
・
河
村
聡
美
組

(
長
浜
体
協
・
宇
和
島
ク
ラ
ブ
)

{
混
合
ダ
ブ
ル
ス
一
準
優
勝
:
矢
野
政

彦
・
横
山
典
子
組
(
共
に
長
浜
体
協

新たな友情で結ばれた子どもたち

自
然
の
中
で
思
い
出
づ
く
り

ー
白
滝
地
区
小
中
高
生
の
集
い

1

八
刀
九
日
、
瀬
戸
町
川
之
浜
海
水
浴

場
で
白
局
地
区
の
小
中
高
生
、
保
護
者

ら
問
卜
二
人
が
参
加
し
て
、
「
小
中
校

生
夏
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
自
然
の
中
で
の
活
動
を
通

し
て
、
親
睦
や
連
帯
感
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
、
子
ど
も
を
育
て
る
会
白
滝
支

部
の
主
催
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
。

台
風
通
過
後
の
影
響
で
天
候
が
心
配

さ
れ
た
も
の
の
、
参
加
者
は
予
定
通
り

目
的
地
に
到
着
。
海
水
浴
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

ス
イ
カ
割
り
な
ど
で
楽
し
い
夏
の
思
い

出
づ
く
り
の
一
日
を
過
ご
し
た
。

E 
LBZ 
長逗
?量

バーベキューを楽しむ参加者

紫
陽
花
を
パ
ッ
ク
に
句
碑
の
輝
け
り

高

左

木

芳

再
会
の
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
や
新
樹
光

谷

本

一

善

句
碑
文
字
に
で
で
虫
憩
ふ
出
石
寺

宇
都
宮
恵
美
子

句
碑
洗
ふ
ホ
l
ス
を
天
に
梅
雨
晴
間

鎌

田

政

子

食
べ
る
倖
せ
歩
く
倖
せ
濃
紫
陽
花

神

西

光

子

紫
陽
花
の
垂
れ
て
静
か
や
寺
の
門

菊

地

徹

古
妻
の
突
出
し
く
れ
し
心
太

楠

野

孝

行

昼
霞
瀬
戸
の
小
島
の
数
読
め
ず

久

保

千

穂

海
に
向
く
出
庖
の
旗
や
と
こ
ろ
で
ん

久

保

七

葉

緑
陰
に
憩
ひ
て
句
碑
を
読
み
返
す

河

野

友

子

師
の
句
碑
に
憩
ふ
で
で
虫
洗
ひ
出
す

小

西

イ

セ

子

標
高
八
百
過
ぎ
れ
ば
涼
風
そ
よ
ぎ
け
る

都

田

マ

サ

子

句
碑
洗
ふ
心
清
し
き
夏
木
立

藤

岡

蓉

子

池
山
は
れ
て
文
字
き
は
や
か
に
句
碑
涼
し

松

田

裕

子

回
を
植
ゑ
て
あ
う
ら
に
国
き
畦
の
草

松

田

士

口

幸

持
つ
と
こ
ろ
ば
か
り
汚
れ
て
夏
帽
子

山

尾

雄

志

愛
犬
と
歩
を
止
め
憩
ふ
合
歓
の
花

山

口

由

紀

子

輔
牛
憩
へ
る
句
碑
の
花
の
文
字

渡

辺

恭

師
と
の
ぼ
る
八
丁
坂
の
七
変
化

米

同

幸

市

U
豊
茂
小
学
校
日

あ
じ
さ
い
が
は
な
び
の
よ
う
に
さ
い
て

い

る

一

年

藤

岡

佳

寛

へ
び
さ
ん
も
あ
っ
い
と
あ
せ
を
か
く
の

か

な

一

年

宇

都

宮

清

夏
休
み
お
魚
み
た
い
に
お
よ
ぎ
た
い

二

年

菊

池

寿

昌

す
し
ご
は
ん
う
ち
わ
取
り
出
し
お
手
伝

い

一

二

年

宇

都

宮

将

喜

へ
ぴ
さ
ん
が
あ
つ
い
あ
つ
い
と
だ
っ
び

す

る

三

年

松

本

直

樹

雨
の
日
に
あ
じ
さ
い
わ
ら
う
に
っ
こ
り

と

三

年

久

保

田

呼

子

家
の
中
う
ち
わ
ど
こ
だ
と
さ
が
す
ぼ
く

四

年

大

石

悠

一

厚
い
け
ど
な
ぜ
か
や
っ
ぱ
り
夏
が
好
き

四

年

大

{

日

真

人
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6
(
膏
多
灘
)
②
津
井
遼
お
秒
0
(
櫛

生
)
①
奥
野
瑞
輝
幻
秒
6
(
大
和
)

{一白

m
自
由
型
一
小
一
奥
野
瑞
畑
l
分
出

秒
3
(
大
和
)
②
久
口
上
慶
1
分
幻
秒
。

(
喜
多
離
)
③
一
尾
上
英
人
l
分
却
秒
9

(
長
浜
)

一
五
十

m
平
泳
ぎ
一
①
大
橋
広
治
幻
秒

2
(
長
浜
)
②
出
海
此
樹
U
秒
4
(
出

海
)
③
沖
、
水
孝
一
一
品
秒
2
(
長
浜
)

一百

m
平
泳
ぎ
}
①
大
橋
広
治
1
分
位

秒
5
(
長
浜
)
②
出
海
尚
樹
1
分
り
秒

6
(
出
海
)
③
二
宮
札
憲
1
分
叫
秒
2

(
大
和
)

一
五
十
盟
国
中
川
一
ぎ
}
①
矢
野
大
樹
お
秒

4
(
長
浜
)
②
有
友
幸
司
日
秒
3
(
櫛

{

二

十

五

m自
由
型
}
①
稲
探
知
子
日

生
)
③
西
出
典
正
日
秒
3
(
大

和

)

秒

4

(
長
浜
)
②
浜
田
恵
理
日
秒
4

一
二
十
五

m
自
由
型
一
①
後
藤
良
太
日
{
二
十
五

m
バ
タ
フ
ラ
イ
}
①
旧
中
正
(
櫛
生
)
③
松
岡
歩
日
秒
9
(
長
浜
)

秒
4
i
(
書
多
灘
)
(
叩
一
岸
井
遼
日
秒

7

浩
幻
秒
1
(
出
海
)
①
西
内
山
事
、
お
秒
Q

d

{

五
十

m白
由
型
}
①
岡
山
真
美
山
秒

(
柿
生
)
③
窪
元
向
日
秒
1
(
柴
)
(
櫛
生
)
③
矢
野
元
優
お
秒
ら
(
長
浜
)

3

(
長
浜
)
②
浜
田
恵
理
訂
秒
3
(
櫛

m
自
由
型
一
①
一
後
藤
良
太
M
秒

一

五

十

m
バ
タ
フ
ラ
イ
一
①
東
浦
純
羽
生
)
③
矢
野
真
理
花
訂
秒
6
(
長
浜
)

掛
賢
く
毛
て
海
の

2よ、
う
つ
足
に
、
心
心
が
広
く
丈
、
み
ん
な
か
ら
親
し
み
乞
冒

mE白由型
翠
}
①
古
高
同
岡
早
希
子
1み分

沈
怜
円
を
持
号
つ
て
呼
ば
れ
や
す
い
主
よ
、
う
つ
己
に
と
主
の
願
担
い
を
込
め
て
、
一
容
5
(
長
浜
)
②
池
田
奈
々
恵
1
分

レ

「

智

洋

」

と

名

付

け

ま

し

た

。

一

泊

秒

5
(
大
和
)
③
玉
井
直
美
1
分
担

j
f

誰

か

ら

も

れ

一

秒

6
(
櫛
生
)

阜

、

愛

さ

れ

る

気

封

一

{

五

十

m
平
泳
三
①
稲
津
知
子
刊
抄

中

つ

持

ち

の

や

さ

日

一

2
(
長
浜
)
②
一
菊
地
昼
間
秒
7
(櫛
生
)

2
-

月
学
T

し

い

人

に

な

っ

町

一

③

山

田

可

名

臼

秒

1
(
長
浜
)

い

れ

町

一

中

て

下

さ

い

。

日

一

{

百

m平
一
流
ぎ
}
①
菊
地
星
1
分
羽
秒

と
井
戸

E

8

一
6
(櫛
生
)
②
岡
山
真
美
1
分
日
秒
9

刊
一
(
長
浜
)
③
山
田
可
名

1
3秒
9

一
(
長
浜
)

一
五
十

m
背
泳
ぎ
一
①
松
岡
歩
羽
秒
4

セ
ミ
が
鳴
き
せ
ん
風
機
よ
り
う
ち
わ
か

な

五

年

冨

田

将

宏

風
鈴
を
う
ち
わ
で
あ
お
ぎ
音
を
出
す

五

午

菊

地

千

恵

尉
肌
機
暑
さ
に
負
け
て
つ
け
ち
ゃ
っ
た

六

年

岡

本

章

宏大{憂
ぞ勝

七
月
二
十
四
日
、
長
浜
小
学
校
プ
ー

ル
で
、
平
成
九
年
度
長
浜
町
町
内
小
学

校
水
泳
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

な
い
心
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

男

予

一一一一表彰・一歳です

/.、
Eコ

r..同司圃庸園田司園田 E 園園 E 園田園田雄幽・園田園町園田圃"'''''''''..刷圃同町司圃圃. 
E 

a 

' E 
' 

(父
H
百
九
悟
さ
ん
・
母
H
官
一
子
さ
ん
)

秒
9
(
出
海
)
②
尾
上
英
人
叫
秒

9

(
長
浜
)
③
谷
岡
晃
拓
日
秒
3
(
豊
茂
)

{
七
十
五

m個
人
メ
ド
レ
ー
一
①
矢
野

大
樹
1
分
2
秒
4
(長
浜
)
②
東
浦
純

1
分
日
秒
0
(
出
海
)
①
谷
じ
慶
1
分

日
秒
6
(
喜
多
灘
)

{
百
五
十

m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
一
①
喜

多
灘
2
分
日
秒
0
②
長
浜
2
分
幻
秒
0

③
出
海
2
分
出
秒
3

一
二
百

m
リ
レ
ー
一
①
長
浜
2
分
出
秒

3
②
櫛
生
2
分
札
秒
2
③
白
滝
3
分
8

秒
9

女

号

(
長
浜
)
②
津
刊
夏
希
伍
秒
3
(
長
浜
)

窃
尾
上
麻
美
1
分
0
秒
9
(
大
和
)

{
二
十
五

m
バ
タ
フ
ラ
イ
}
①
高
岡
早

希
子
山
秒
6
(
長
浜
)
②
高
須
賀
彩
却

秒
3
(
大
和
)
③
田
中
満
里
子
加
秒
5

(
櫛
生
)

{
五
十

mバ
タ
フ
ラ
イ
}
①
和
田
華
央

皇
制
秒
3
(
長
浜
)
③
池
田
奈
々
恵
必

秒
6
(
大
和
)
③
東
美
穂
別
秒
5
(
白

滝
){七
十
五

m
個
人
メ
ド
レ
ー
}
①
和
田

華
央
呈

1
分
8
秒
3
(
長
浜
)
②
矢
野

真
理
花
1
分
9
秒
5
(
長
浜
)
③
田
中

満
里
子
1
分
団
秒
6
(
櫛
生
)

一
百
五
十

m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
一
①
長

浜
2
分
以
秒
8
②
櫛
生
2
分
幻
秒
0
③

大
和
2
分
担
秒
0

一
二
百

m
リ
レ
l
}
①
長
浜
2
分
お
秒

9
②
櫛
生
2
分
制
秒
3
③
大
和
2
分
認

秒
0

9月21自(自)(j:

あ
な
た
も
救
急
手
当
を

学
び
ま
せ
ん
か

九
月
九
日
は
「
救
急
の
け
」

消防長浜支署

消
防
署
で
は
、
応
急
手
当
の
普
及
の

た
め
に
各
種
救
急
講
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

不
慮
の
事
故
の
時
な
ど
、
ち
ょ
っ
と

し
た
知
識
と
勇
気
さ
冶
え
あ
れ
ば
あ
な
た

に
も
大
切
な
命
を
社
、
つ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
職
場

や
地
域
で
の
救
急
講
習
会
を
開
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

普通救命講習

三時間の講習です。
呼吸や脈拍が止まった
ときに大切な「人工呼
吸法」や l'司裁マッサー
ジ法J、大けがの待の
11ヒ血法」を身につけ
ましょろ。受講きす1だ
方には、普通救命講
習終了証を交付し
ま一ょっ

(午前 8

仕事、旅行、入院などで、当日

投票できない方は、不在者投票を

しましょう

[期間] 9 月 16 日 ~20 日

時 30分~午

後 5時)まで

I場所1長浜町体育
館会議室
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九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の

十
日
間
は
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

運
動
の
重
点
ポ
イ
ン
ト
は
、
高
齢
者

の
事
故
防
止
と
シ
l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の

徹
底
で
す
。
事
故
の
当
事
者
に
な
ら
な

い
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
事
項
に
注
意

し
て
一
人
ひ
と
り
が
交
通
事
故
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

。
高
齢
者
の
事
故
防
止

一
、
自
分
の
運
動
能
力
を
自
覚
し
、
自

ら
安
全
な
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
歩
行
者
は
決
め
ら
れ
た
場
所
を
歩

き
、
横
断
歩
道
や
歩
道
橋
を
渡
っ
て
横

断
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

一、

夜
間
外
出
の
際
は
、
反
射
材
を
活

一-

用
し
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

印刷 (有)岸本印刷平成9年 9月l日発行平成9年9月号広報ながはま

。
シ
l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

一
、
同
乗
者
に
も
シ
l
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

て
幼
児
の
た
め
に
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

。
運
転
者
の
心
構
え

て
高
齢
者
・
子
ど
も
の
行
動
特
性
を

理
解
し
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
慎
重
な

運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
歩
行
者

・
自
転
車
・

他
の
車
に
対

し
て
、
譲
り
合
い
の
精
神
で
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

! 乗る人のマナーと義務です自賠責。:今年も …共済)車対策協斡では
: 9月 1日から30日まで 「無保険(無共済)草を
.なくそう キャンベーンJを行います。
無保険車の中には、車検切れと共に保険期間

切れに気付かないケースが多くあります。

自動車及びバイクには、自賠責保険 (共済)

への加入が法律 で義務付けられており、違反す

れば免許停止処分の対象となり ます。

もし契約切れになっていたら、すぐに最寄 り

.の損害保険会社 ・代理屈等で手続をしましょう。

結

婚

7
月
届
出
分

(
敬
称
略

イ主

戸斤

氏

名

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

7
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護
者
名

長

浜

下
須
戒

喬t克主
介i人 と

大長八長
中番

訓1r兵 t兵 I兵

西島 宮池

田

昭

一

真
由
美

利

文

洋

子

上
田

t--， 
田

お
〈
や
み

7
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

白櫛 豊長白 櫛白

滝生茂浜滝生滝

中

田田) 11 

島本保本地田

吉
辰
(
六
六
)

鶴

雄

(
八
九
)

重
美
(
七
九
)

ユ
キ
コ
(
九
四
)

シ
カ
ヨ

一(
七
五
)

ツ
ユ
子

(七
五
)

百
合
子

(
六
四
)

田福山久山菊平

「定年となりて9月の浜に立つ」

の句に、大気澄むふるさとの美し

さが胸を打つ。赤橋も日本ーを誇

る。

それにしても、地震国日本の地ー

震発生は多く被害は甚大。大正12

年 9月 1日の関東大震災では数万

の死者、家屋の全焼。近くは、阪

神淡路の地震 、九州南部の地震と

天災による被害は大きし、。行政は

緊急に対策を樹立してほしい。

加えて 9月は台風の月。 9月 1

日が二百十日、 10日後の二百二十

日頃が最も多い。 「荒れもせで二

百十日のお百姓」虚子。どうか平

穏な年であってほ しい。

愛媛新聞社は、全国に先駆け 9

月を 「俳句の日」とし、多彩な行

事、事業を企画。当町も第 1回赤

楕夏まつり俳句大会が、町の援助

で開催された。90人に近い盛大な

句会がもたれ、 9月13日の西村笑

波先生の命日を偲んだ。町内小中

学校の生徒らも笑波先生に続こう

と、諸先生の指導などで成績も抜

群。郷土愛に満ちた文化の里づく

り、余暇の有効利用に貢献するこ

と大である。

一方、 9月には第 2学期が始ま

る。 9月 9日重陽の節句、15日敬

老の目、 20日から秋の彼岸。家族

相集い、それぞれの行事の意義を

かみしめて家族の紳を深め、 長浜

を背負う青少年の健全育成を願っ

てやまない。 学
健

一

本
紙

一
i
二
ペ

ー
ジ
で
ご
紹
介
し
た

「な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
」
。
私
も
、

取
材
が
て
ら
あ
ち
こ
ち
と
顔
を
出
し
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
出
庖

で
は
、

い
ろ
い
ろ
と
試
食

・
試
飲
も
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、

当
日
ご
来
場
に
な
っ
た

読
者
の
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
通
り
、
日

も
落
ち
て
、
歌
謡
シ
ョ

l
、
津
軽
三
味

線
の
ス
テ
ー
ジ
が
始
ま
る
頃
に
は
、
文

字
通
り
土
砂
降
り
の
雨
と
な
っ

て
し
ま

い
ま
し
た
。
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が
ら

も
歌
い
続
け
る
藤
田
さ
ん
を
見
な
が
ら
、

ギ
ャ
ラ
を
も
ら
っ
て
い
る
と
は
い
え
さ

す
が
は
プ
ロ
だ
と
、
つ
い
感
激
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
あ
れ
が
元
で
風
邪
な
ど

ひ
か
れ
は
し
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
か
・:。

彼
岸
も
近
づ
き
、
こ
れ
か
ら
朝
晩
寒

く
な
っ
て
き
ま
す
。
お
互
い
健
康
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

。

(

や

)

数

人口をふやしましょう

7月末現在 前月との比較

10，446人 2人減

人 口 (男 4，937人) (男 1人減)
女 5，509人 女 1人減

世帯数 3，691世帯

帯世口人


